
 

「本物の自分を創る」 
                           校長 坂口 隆 

１学期が終わり、約１ヶ月間の夏休みが始まります。入学式や始業式では「挑戦」

と「感謝」という 2 つの言葉をキーワードに、この 1 年間取り組んでほしいという話

をしました。皆さんにとって１学期は、どうだったでしょうか。2 学期以降も更なる

「挑戦」、そして周囲への「感謝」の気持ちを大切にし、誰もが安心して過ごせる南

部中学校をみんなで創り上げていきましょう。 

さて、夏休みを迎えるにあたり、私の好きな言葉を２つ紹介します。 

 

 

 

 

この２つの言葉は、かつて兵庫県で「いのちの教育」を探求された教育者、東井義

雄（とうい よしお）さんの言葉です。 

１つめの言葉には「自分で立てた目標や夢が本物なら、それは続く。もし
今はまだ『にせもの（形だけ、その時だけ）』だとしても、コツコツとで
きることから粘り強く続けていけば、それは必ず本物になる」という思いが

込められています。 

２つめの言葉の後には、次のような文が続きます。 

「それだのに、にせものに限ってみえるところばかり気にし、飾り、ま
すます本当のにせものになっていく」 
「誰かが見ているときだけ頑張る」など、そんな経験が私を含め皆さんにもあるか

もしれません。しかし、本当に自分が成長するのは、誰も見ていない場所、つまり

「みえないところ」でどう過ごすかです。 

３年生にとって、この夏休みは進路決定へ向けて極めて大切な期間となります。誰

も見ていなくても勉学にコツコツと粘り強く取り組むこと、その「見えないところ」

での努力こそが、みなさんの「学習習慣を本物」にし、未来を切り拓く力になりま

す。３年生の１人ひとりが自分の進路を実現できるよう、応援しています。 

１・２年生は、この夏休みに勉強はもちろん、何か１つだけでも「毎日つづけるこ

と」を決めて取り組んでみてください。早起き、読書、家の手伝い、ありがとうを１

日１回は言う…など何でも構いません。「続ければ本物になる」の言葉通り、夏休み

が終わる頃には、一回りも二回りもたくましく成長した「新しい自分」に出会えるは

ずです。 

日常の、だれも気づかないような小さな習慣の積み重ねこそが、「本物の自分」を

創ります。２学期に大きく成長した皆さんに会えるのを楽しみにしています。 

 

 

「自律」「共生」 ～「Chance !」・「Change !」・「Ｃooperate!」～ 

南部中学校だより 
R８.７.２３．(木)  第６号  文責：角 

 

『本物は続く、続ければ本物になる』 
『本物とにせものは、見えないところのあり方で決ま

る』 

 



・左記の日時で第６６回鳥取県吹奏楽コンク

ールが開催され、本校の吹奏楽部も出演しま

す。３年生にとっては中学校生活最後のコンク

ールです。これまでの練習の成果をぞんぶん

に発揮し、悔いの残らない息の合った演奏を

してきてください！ 応援しています！  

 

 

南部町国際交流協会が毎年７月に同大の学生１０人のホームステイ事業を実施していま

す。この一環で同大学生５人が７月１６日（木）の午後から本校を訪問され生徒と交流を

深めました。 

学生たちは本校に到着すると１名ずつ各教室に入り、生徒と一緒に給食を食べました。

給食後は、韓国紹介と質問コーナーのグループ、生徒と教室でおしゃべりグループ、体育

館でレクリエーショングループに分かれ思い思いの交流の時間を過ごしました。       

中には事前に独自に学習した韓国語で学生と話をする生徒もおり、とても貴重で有意義

な時間を過ごすことができた交流会でした。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本号の第１号で学校周辺での並進の禁止、また昨年の第５号では天萬ローソンまえの交

差点の自転車等での渡り方について、事故にならないよう交通ルールを守って正しく自転

車に乗るようご家庭での協力や安全運転の呼びかけ等をお願いしました。 

 しかし、期末テスト期間中の６月２４日、２５日（＊両日ともに生徒は午前中下校）の

両日、本校生徒の自転車の乗り方について近隣住民の方からご意見をいただきました。 

意見の内容は「道路の中央を自転車３列で並走している」「学校近くの信号機のない交

差点で急に自転車に乗った中学生５人ぐらいが飛び出して来て事故になりそうであった」

というものでした･･･どちらの内容も一歩間違えば重大事故に繋がりかねない案件です。

「自転車通学のルールを守る約束をした生徒に自転車通学を許可している」「事故に遭っ

てからでは遅い」という思いで、毎朝の登校指導やＰＴＡ指導部員による下校指導を行っ

ていますが、「自転車の正しい乗り方」は有名無実化しているように思えてなりません･･･ 

 ７月２４日から１ヶ月の夏休みに入りますが、是非、このタイミングでもう一度「正し

い自転車の乗り方」、「自分の命は自分で守る」ということについてご家庭でも話し合って

いただけたらと思います。 

  

 

 

                

 

 

 

 

 

【韓国ハンリム大学の学生さん５人が来校され交流をしました！】 

 

【自転車の乗り方について･･･】 

 

【いよいよ県吹奏楽コンクールが間近に迫りました。】 

 
開催日：８月８日（土） 

会 場：米子市公会堂 

演 目：「天駆ける息吹」 江原大介作曲 

［大学生による韓国についての説明］  ［円陣でのバレーボールについての打合せ］ 

※裏面につづきます。 



・昨年度初めから国語の授業でお世話になっていました「種田文子先生」が宮田先生が復職され

たため本校を離れられることになりました。来月から境港市立境港第二中学校で勤務されます。 

 また、種田先生の離任に伴い、宮田 瞳先生が復職されました。2 年生、3 年生の国語の授業に

出られます。以下、離任、復職の先生方から原稿を寄せてもらいました。ご一読ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職員の離任・復職を紹介します。】 

 

【夏季休業中のお知らせ】 
・夏季休業中の８月 10 日（月）,12 日（水）,13 日（木）,14 日（金）は学校閉庁のため

職員は不在にしています。この期間に緊急連絡等がある場合は「６４－３７８７（南部町教

育委員会）」までお願いします。始業式は 8 月 25 日（火）で給食後１３：００分頃の下校予

定です。 

 南部中では毎日本当に楽しく過ごしておりました。幸せな時間をありがとうござ

いました。授業はもちろん、何気ないやりとりも楽しい思い出しかありません。勤

務校は変わりますがまたどこかでお会いできるはずです。南部中のみなさんが益々

素敵に成長されますことを願っております。 

谢谢我的学生们。 我很开心能教你们。 我希望学生们更加努力学习,度过幸福的学校

生活 
 

 ７月１６日より復帰しました、宮田瞳です。南部中学校５年目になりました。担

当教科は国語で、２，３年生を担当します。これからみなさんと関わっていく中で、

一人一人のいいところをたくさん知っていきたいと思っています。よろしくお願い

します。 

 

「種田文子先生」 

「宮田 瞳先生」 


